
■
）
騨

みヽ
⑦
，
７
多
）
「
“
い
ジ
ヨ
》
Ψ

・
Ｖ
」
「
―
以
コ
受
７
士
ぐ
■
７
３

ｇヽ
）

Ｖ
　
・ι
ι
ギ

■
２
２
■

ｏ準
準
６
）
多
離

Ｉ
準
）
動
孝
）
「
“

２ヽ
）
孝
⑫
鰤
雌
聯
」

ｏ準
〓
■
副
甲
孝
ｙ
ン
イ
多

ヨ
ン
“
マ

幣ヽ
●
ヾ
ｙ
≫
叫
乎
「
“
以
ａ
争

６
γ
Ｏ
孝
引
Ｗ
秦
）
争
γ
？
昇
利
日
↓

ｏ準
Ｆ
●
，
■
耐
甲
そ
ｙ

ク
ィ
以
Ｏ
Ｗ
尋
イ
〓
■
和
以
ヽ
イ
ン
評
妻

百
骨

ｏ準
準
●
，
０
身
尋
即
￥
引
鉾
￥
尋

ア
「
二
‐ツ
γ
身ヽ
９
日
多
７
γ
♀
３
士
」
「聖

喜
⑫
７
暑
秦
暫
」

多ヽ
脅
ヨ
ン
α
７
７
，

判
響
⑫
￥
ユ
〉
Ｌ
⑫
ロ
エ

利ヽ
斎
暫
静
Ｉ

ｏ準
二
●
以
和
撃
尋
田
璽
孝
蒙
日

早ヽ

Ш
コ
卿
騨
〓
孝

「
業
】〉
票
鯉
塀
褒
」
０
昇

シ
⑫
留
一Ｉ
イ
ー
ム
イ

イヽ
ー
ン
イ
Ｉ
Ａ
／

軍ヽ
―ｌｒ

口ヽ〉
畔

衡ヽ
９
藝
争
留
一Ｉ
イ
ー
血
イ

悧

コヽ
ユ
●
ｃ
引
晶
秦
肇
難

・
秦
百
静
Ｉ

ｏ「
帥
燿
単
多
畔
イ
１
／
イ
ー
負
〃
」
（Э
ｄ

Ｓ
）
辞
》
期
目
厖
勤
ツ
準
纂
甲
多
９
■
ｍ

米
Ｉ
軍
蜘
Ⅲ
利
⑫
ι
研ヽ
孝
具
蟄
Ⅱ
具

ｏ準
撃
い
，
■
靭
鴻
子
写
￥
引

（Ｔ
ア
和

γ
イ
１
／
Э
Ｎ
Э
Э
）
イ
１
／
Ｙ
讐
Ｍ
喜

珈
百爾
￥
ツ
準
簿
螂

Ｏ準
０

（衡
γ
宗
園
判

９
）
Ｉ
Ｈ
多
γ
騨
⑫
濯
騨
耐
暫
）
「ふ
Ｙ
聯

・渤
立
γ
ｆ
ｏ
ｌ
８
８
Ｚ
６
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∠
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Ｏ
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Ｅ
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て
燃
え
や
す
く
す
る
」
「
Ｂ

・
乾
か
す
と
、

ご
み
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
」
「
ど

ち
ら
か
な
？
」

―

‐と

い
っ
た
ぐ
あ
い
。

「
正
解
は
Ａ
に
決
ま

っ
て
る
や
ん
―

盛
り
上
が
る
ん
か
い
―
」
と

つ
っ
こ
み
た

い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
こ
れ
が
盛
り
上

が
る
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
特
に

分
か
り
や
す

い
質
問
と
答
え
が
楽
し
さ
に

つ
な
が
る
よ
う
で
す
。
見
学
者
の
集
中
力

を
途
切
れ
さ
せ
な

い
た
め
の
工
夫
で
す
。

ち
な
み
に
、
モ
ニ
タ
映
像
は
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
制
作
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、

随
時
修
正
も
行
え
る
そ
う
で
す
。
環
境
政

策
等
を
す
ぐ
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

２
日
目
に
は
下
水
処
理
施
設
も

２
日
目
の
訪
問
先
は
、
豊
橋
市
上
下
水

道
局
の
「
中
島
処
理
場
」
及
び

「
豊
橋
市

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
セ
ン
タ
ー
」
。
１
９

７
３
年
７
月
供
用
開
始
の
中
島
処
理
場
の

敷
地
内
に
、
２
０
１
７
年
１０
月
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
両
施
設
は

「豊
橋
市
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
利
活
用
施
設
整
備

・
運
営
事
業
」
と
し

て
連
携
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
島
処
理
場
の
下
水
処
理
の
過
程
で
発

生
す
る
下
水
汚
泥
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
で

搬
入
さ
れ
た
し
尿

・
浄
化
槽
汚
泥
、
そ
し

て
市
民
が
分
別
し
た
生
ご
み
を
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
セ
ン
タ
ー
で
集
約
し
ま
す
。
こ

れ
ら
を
メ
タ
ン
発
酵
設
備
で
約
２０
日
間
か

け
て
発
酵
さ
せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
で
電
気
を
作

り
ま
す
。
発
電
能
力
は
１
時
間
当
た
り
１

０
０
０
ｋＷ
で
、
「豊
橋
市
の
１
９
０
０
世

帯
分
の
電
気
に
当
た
る
」
と
の
こ
と
。
さ

ら
に
発
酵
後
の
汚
泥
も
炭
化
設
備
で
炭
化

燃
料
に
加
工
し
て
い
ま
す
。
炭
化
燃
料
は

石
炭
の
約
半
分
の
熱
量
を
持
つ
化
石
燃
料

の
代
替
と
し
て
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
手
法
に
は
民
間
事
業
者
を
参

入
さ
せ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
特
別
目
的
会
社

「輸
豊
橋
バ
イ
オ

ウ
ィ
ル
」
に
出
資
し
て
い
る
の
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
い
、
鹿
島
建
設
い
、

鹿
島
環
境

エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
い
、
い

オ
ー
テ
ッ
ク
の
４
社
で
す
。

ま
と
め
る
と
、

▽
生
ご
み
、
下
水
汚
泥
、
し
尿

・
浄
化
槽

汚
泥
の
集
約
処
理

▽
バ
イ
オ
マ
ス
を
電
力
と
炭
化
燃
料
に
１

０
０
％
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

▽
下
水
道
処
理
事
業
と
ご
み
処
理
事
業
の

連
携
及
び
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入

▽
生
ご
み
分
別
へ
の
市
民
の
協
力

―

‐と
い
っ
た
特
長
を
併
せ
持

っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら

「
市
民
、
行
政
、

民
間
が

一
体
と
な
り
事
業
を
推
進
し
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
、
令
和
２
年
度

「新

エ

ネ
大
賞
」
経
済
産
業
大
臣
賞

（地
域
共
生

部
門
）
な
ど
多
く
の
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
は
内
閣
府
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
の
選
定
を
受
け
る
な
ど
し
て
お
り
、

高
い
理
想
を
掲
げ
施
設
整
備

・
運
営
を
し

て
い
る
こ
と
に

一
同
が
感
じ
入
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
会

・
交
流
会
で
深
ま
る
考
察

研
修
会
で
は
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
夕
刻

か
ら
意
見
交
換
会
と
交
流
会
も
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
ゆ
め
く
り
ん
の
管
理
運
営

に
関
わ
る
川
崎
重
工
業
い
の
山
口
茂
子
さ

ん
。
山
口
さ
ん
は
本
研
究
部
会

の
幹
事

で
も
あ
り
ま
す
。
山
口
さ
ん
は

「
地
域
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
」
「
行
政
と
の
つ
な

が
り
」
「働
く
人
同
士
の
つ
な
が
り
」
の
大

切
さ
を
中
心
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
築
く
こ
と
で
素
晴
ら
し
い
運
営
に
つ
な

が
る

一
方
、
苦
労
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
と
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
　
ま
た
、
ゆ
め
く
り
ん

館
内
で
来
場
者
や
小
学
生
の
社
会
科
見
学

時
に
配
布
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ

各
分
野
の
人
が
集
ま
る
研
修
会
だ
か
ら

こ
そ
、
意
見
交
換
会

・
交
流
会
で
も
自
由

な
視
点
か
ら
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
飛
び
出
す
素

朴
な
質
問
さ
え
、

他
の
分
野
の
者
に

と

っ
て
は
問
題
解

決
や
新
た
な
ア
イ

デ
ア
に
つ
な
が
る

の
で
す
。
人
と
の

つ
な
が
り
か
ら
視

察
の
内
容
が
深
ま

り
、
充
実
し
た
夜

の
時
間
が
続
く
の

で
し
た
。
（
環
境

学
習
施
設
研
究
部

会
）
Ｗ

豊橋市バイオマス利活用センターのバイオガス
エンジン発電機
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